
（別紙３）

～ 2026年　3月　15日

（対象者数）
30人

（回答者数）
24人

～ 2026年　3月　15日

（対象者数）
4人

（回答者数）
4人

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

様々な作業に挑戦して自信につなげられるように、営業活動

を通して引き続き協力企業様を増やしていく。

2

引き続き、教室全体や個人の活動の様子を発信し、通所満足

度につなげていく。

ご質問、ご相談がしやすい環境を作るため、定期的に窓口の

案内を行っていく。

3

他事業部や他事業所とも連携を図りながら、新しい情報を取

り入れ、利用者様/保護者様に常に正しい情報を発信できるよ

う知識をアップデートしていく。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

セミナー後にアンケートをとり、次回以降のセミナーの議題

に反映できるようにしていく。

同じ年代、同じ学校の保護者様で交流できるように、セミ

ナー時の座席の配慮を行っていく。

2

わかりやすいファイル等にまとめて、説明だけでなく目を通

してもらえるようにする。

3

まずは地域のイベントや交流会に参加するようにしていく。

必要性を見出し、当事業所にあった交流の仕方を考えてい

く。

○事業所名 みらせんジュニア　神宮東教室

○保護者評価実施期間
2026年　2月　20日

○保護者評価有効回答数

2026年　3月　1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2026年　3月　16日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

地域の他の子と交流する機会が少ない。 保護者アンケートの項目に入っているが、その機会の必要性を

感じにくく、積極的な行動に移すことができていない。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

保護者向けの勉強会や交流会が少ない。 保護者会、セミナーの開催を行ったが、一方的な発信で終わっ

てしまうことも多かった。

保護者同士の交流を目的としていない保護者様もいるため、交

流会の開催自体が難しいところがある。

契約時に非常時の対応についての説明不足。 時間的なことから簡単な説明で終わってしまっている。

協力企業様から頂いてる作業やインターンシップを通して学生

のうちから「働くこと」の意識の向上を図ったり、「できた」

を通して個々の自信や自己肯定感を高めることができている。

年齢や特性、障がいの種類も様々なので、1人ひとりの能力に

あった作業の提案ができるように作業の切り出しの工夫をおこ

なっている。

教室のスペースをうまく使い、自分たちで準備や片付けを行う

取り組みができている。

サービス提供記録、定期的なおたよりの発信、インスタグラム

の投稿を通して日頃から教室の活動の様子をお伝えすることが

できている。

おたよりは月一回配付、インスタグラムは週に一回の投稿を継

続。サービス提供記録では、文面だけでなく写真での個人の活

動の様子も定期的に発信している。

また、6か月に一度必ず来所していただき、しっかり時間を

とって日頃のご家庭や学校等の様子を共有させていただき、支

援計画に反映させている。

研修や会議等を通して支援の質の向上や関係する情報収集に努

めている。

就労準備型の事業所として必要な知識（福祉制度、障がい理

解、障がい者雇用）等を重点的に学ぶ機会を設けている。

事業所における自己評価総括表公表


